
一般演題 

 

座長：松山 幸（尼崎北永仁会クリニック），清水 康（元町 HDクリニック） 

 

【セッションⅠ】 14:55～15:35 

１．血液検査値が遠心分離の有無や検査会社の測定条件により差異が生じるかの検討 

宮本クリニック 重松武史 

 

２．イオン化カルシウムと総カルシウム・補正カルシウムの比較  

坂井瑠実クリニック 栗濱有加 

 

３．γ線滅菌ダイアライザから溶出するポリビニルピロリドンの測定  

山本クリニック 島本佳昌 

 

４．ルミニッツ ETの使用経験 ―EGリーダーSV-12との測定手技の比較― 

岩崎内科クリニック 中村慶史 

 

 

【セッションⅡ】 15:45～16:15 

５．血流量と透析液流量の比率が透析中の血圧低下に及ぼす影響 

服部病院 柏原一輝 

 

６．穿刺ミスによるストレス調査とバスキュラーアクセス分類による穿刺ミス対策 

愛正透析クリニック 日比まどか 

 

７．透析中における下肢挙上の影響を考える 

しもかど腎透析クリニック 三坂富美子 

 

 

 

 

 

 

 

 


